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一般社団法人 全国清涼飲料連合会

清涼飲料業界の
プラスチック資源循環への取り組み



一般社団法人 全国清涼飲料連合会

・清涼飲料水製造企業の会員ならびに関連する業界の賛助会員で構成。
・前身母体の全国清涼飲料水同業組合の時代から数えると100年以上の歴史をもつ
清涼飲料水の業界団体。（会長：堀口秀樹）

組合会員
（中小清涼飲料製造業）

19組合 160社

企業会員
（清涼飲料製造業）

49会員 83社

2020年3月31日現在

賛助会員
（関係業者等）

143社

■品目別生産量割合（2019年）

68会員 243社

出典）一般社団法人 全国清涼飲料連合会 『2020年版 清涼飲料水関係統計資料』
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一般社団法人 全国清涼飲料連合会（全清飲）について

■容器別生産量シェア（2019年）

※2019年度生産者販売金額 4兆483億円



一般社団法人 全国清涼飲料連合会

PETボトルの資源循環の状況
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PETボトル回収率の推移

出典）PETボトルリサイクル推進協議会ウェブサイト

日米欧の
PETボトルリサイクル率の推移

■容器包装リサイクル制度や「自主設計ガイドライン」等の取組により、日本の
PETボトル回収率・リサイクル率は世界的にも高水準で推移。

■一方で、海洋プラスチック問題等も踏まえた、更なるプラスチック資源循環が
喫緊の課題。



より高い極みへ PETボトル100%有効利用宣言
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清涼飲料業界のプラスチック資源循環宣言
2018年11月29日

清涼飲料業界は､｢清涼飲料業界のプラスチック資源循環に対する
基本的な考え方｣を基に､陸域･海域の散乱問題も踏まえ､お客様､
政府､自治体､関連団体等と連携しながら､
2030年度までにPETボトルの100%有効利用
を目指し､短･中･長期に方向性を定め､
プラスチック資源循環に真摯に取組むことを
宣言します。
※有効利用とはリサイクル+熱回収

一般社団法人 全国清涼飲料連合会



短期･中期･長期の取組の方向性

4一般社団法人 全国清涼飲料連合会



回収・処理フローの可視化（2019年度の取組）

5一般社団法人 全国清涼飲料連合会

◎リサイクル①+有効利用②+有効利用③=PETボトルの現状有効利用率98%

⇒ 100％有効利用に向けた、三つの課題
①回収量の増加 ②回収品質の向上 ③回収費用の低減

要精査



リデュースの取組

一般社団法人 全国清涼飲料連合会

出典）PETボトルリサイクル推進協議会ウェブサイト

従来ラベルレス通常製品 新ラベルレスPETボトル製品のラベルレス化への取組

令和2年4月1日
資源有効利用促進法 省令改正

ケース等で最終消費者に販売される場合
条件を満たせば、ラベルを省略する事も可能に

【例】

第三次自主行動計画軽量化率目標25%削減※2004年度比
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回収量増加に向けた取組（協働回収による回収頻度の最適化）

7一般社団法人 全国清涼飲料連合会

■現状（個別回収）

■対策後（協働回収）

【実証イメージ】

A) 清涼飲料水用自動販売機横リサイクルボックスは、従来、各社個別
回収していたが、参加企業が協働回収で業務を効率化し、一部自
販機では回収頻度を向上させ、空き容器の散乱防止、回収量増加
を図る

B) 複数の自販機が設置されているロケーションにおいて、素材別に、ペッ
トボトル専用とカン・びん専用に分けてボックスを設置し、回収する空
き容器の品質向上の可能性を検証する

【目的】

＜回収量＞
 空容器の自販機1台あたり回収量（協働回収エリア内）は約

12％増加した。

＜回収費用＞
 コストとしては持ち出しとなるが、以下点につき定性的な効果も期待

できる。
 各社ルート営業業務や補充作業へのリソースシフト
 営業人員のモチベーション向上
 将来的な人員不足に対するリスクヘッジ

※環境省の支援並びに東京都の再生利用指定制度にて実施

【結果】

【今後の展開】

自販機横リサイクルボックス協働回収モデル事業

回収の更なる効率化に加え、教育施設やレジャー施設、
オフィスビルのテナントなど、高品質の使用済みPETボトル
の回収が見こまれる事業所も視野に入れて、展開を検討。



回収品質の向上に向けた取組 （品目別の専用回収ボックス化）

一般社団法人 全国清涼飲料連合会

自販機横空容器リサイクルボックスの現状

※2018年12月東京都内にて調査

自販機で販売し
た商品の空容
器であるＰＥＴ
ボトル、缶、びん
を回収するもの
であるが、31％
がその他（異
物）であった。

 ビン・缶専用、PETボトル専用のリサイクルボックスの分別回
収検証では、異物混入率が改善（12％減少）し、空
容器回収の品質向上につながった。

今後、高い改善効果が見られたインロケーションを中心とし
た展開やアウトロケーションについての更なる品質改善の方
法について検討。

■自販機横空容器RB協働回収モデル事業より
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PETボトル専用缶・びん専用


グラフ1
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組成分析結果

		

		清涼飲料空容器		1597

		その他		730

		清涼飲料空容器 セイリョウインリョウカラヨウキ		1418

		飲み残しあり容器 ノノコヨウキ		179





組成分析結果

		



自動販売機横 空容器回収ボックス
組成分析結果（第1回目）

[]
[]

[]
[]



その他内訳

		

		その他		99		14%

		食品(おにぎり・果物等)		25		3%

		食品容器(カフェカップ・弁当容器) ベントウヨウキ		101		14%

		生活関連(ビニール・洗剤等) センザイナド		139		19%

		酒類容器		159		22%

		タバコ関連		207		28%

				730



69％のうち
8％は
飲み残しあり



その他内訳

		



清涼飲料容器以外の異物

[]

[]

[]

[]

[]

[]





資源循環に向けたその他の取組
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YouTube
啓発動画

業界内
教育ツール

業界姿勢の認知活動

プラスチック資源循環戦略推進

消費者、行政、業界に向けた具体的施策の示し全清飲環境意識の認知活動・正しい事実の啓発活動

美化活動 食環境協働
散乱防止活動

環境省
ｻｰｷｭﾗｰ ｴｺﾉﾐｰ
ﾁｬﾚﾝｼﾞ

海洋プラごみ
勉強会

積極的コミュニケーション活動

2019年はRB(自販機横リサイクルボックス)の
散乱防止と品質向上・効率的回収施策の検証に注力

RB
蓋つき
２・３月

RB
組成分析

6･7・10・11月

RB
啓発ステッカー

６･7月

ゴミ混入
30%

一般社団法人 全国清涼飲料連合会

■2019年6月17日
循環経済の構築へ野心的な
取り組み宣言を行っているとして
原田環境大臣(当時)より、全
清飲 堀口会長(右)へCEチャレ
ンジのアワードを交付

そそ
そそ



今後の取組
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第４次自主行動計画において、2025年度に向けた目標を策定・実行。

＜回収量の増加、回収品質の向上＞
お客様、政府､自治体、関連団体（流通事業者、オフィスビル、教育施設など）と連携、以下の取組を実施。
・消費者がアプローチできる回収の機会を増やし、回収を促す方策の検討。
・リサイクルボックスの品目別の専用化などによる、分別排出や異物混入の低減化の推進。
・キャップ・ラベルの分別を促進する方策の検討。

＜回収費用の低減＞
・効率的な回収網を社会実装し、継続的に事業実施していくためには経済合理性が必須。
・廃掃法をはじめとする法制度による規制も課題。
→上記の課題解決の可能性を検証するため、東京都や神奈川県などの自治体や事業者と連携して、
一定エリア内で排出されるPETボトルを、業界協働で一括して効率的に回収するモデルの実証事業を実施。

・一定割合以上の再生PET樹脂を再びPETボトルへ利用する目標を複数の飲料メーカーが個別に設定。
・再生PET利用量は、2030年度までにPETボトル全体の50%超（2018年度の約12％の４倍以上）へ。
一般社団法人 全国清涼飲料連合会

リデュース

回収・リサイクル

再生PETの利用
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